
都市計画公園の変更素案について

旭市都市計画公聴会
開催結果を公表します

「旭市高齢者見守りネットワーク
事業」事業者・団体を募集します

「
自
助
」と「
共
助
」で
命
を
守
る

　
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
「
自
助
」

の
考
え
の
下
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
的
確
な
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
と
い
う
「
共
助
」
の
意
識

を
共
有
し
、
地
域
の
住
民
同
士
で
普

段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
助
け
合

い
ま
し
ょ
う
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

　
各
世
帯
に
配
布
し
て
あ
る
戸
別
受

信
機
に
は
、
停
電
対
応
用
と
し
て

単
１
電
池
を
セ
ッ
ト
し
て
あ
り
ま

す
。
戸
別
受
信
機
か
ら
電
池
の
容
量

が
な
く
な
っ
た
合
図
が
あ
っ
た
場
合

は
、
ア
ル
カ
リ
の
単
１
電
池
に
交
換

し
、
右
側
面
に
あ
る
黒
色
の
電
源
ス

イ
ッ
チ
を
い
っ
た
ん
切
り
、
再
度
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
て
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
受
信
状
況
が
悪
く
聞
こ
え
に
く
い

場
合
は
、
ア
ン
テ
ナ
を
最
大
に
伸
ば

し
、
設
置
場
所
を
変
更
し
て
再
度
電

源
を
入
れ
直
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
で
も
聞
こ
え
な
い
場
合
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
を

　
建
物
が
無
事
で
も
家
具
の
転
倒
な

ど
に
よ
り
、
命
を
落
と
し
た
り
大
け

が
を
し
た
り
し
ま
す
。
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
家
具
や
大
型
家
電
の

転
倒
防
止
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
安
全
空
間
を
確
保
す
る
。

●
正
し
い
設
置
・
使
用
を
行
う
。

●
転
倒
防
止
器
具
な
ど
で
固
定
す
る
。

●
収
納
物
の
飛
散
を
防
止
す
る
。

帰
宅
が
困
難
で
も
落
ち
着
い
て

　
職
場
や
学
校
、
外
出
先
な
ど
自
宅

か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
と
き
に
大

き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
帰
宅
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
身
の

安
全
を
確
保
し
、
落
ち
着
い
て
交
通

情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
確
認
し
、

適
切
な
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班　
　

☎
62
‐
５
３
１
１

災
害
に
対
す
る
備
え
を

地
震
な
ど
の
災
害
の
発
生
を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

一
人
一
人
が
防
災
意
識
を
高
め
、

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

防災情報などを届ける戸別受信機

　市では事業協定を結んだ事業所などの協力事業者が、日
常の生活や業務の中で高齢者の見守り活動を行うことによ
り、高齢者が安心して生活が送れるよう高齢者見守りネッ
トワーク事業を推進しています。
　この事業は協力事業者がさりげない見守りの中で、何ら
かの異変に気付いた場合に市や警察、消防署に連絡するこ
とで、関係機関と連携し早急な対応や支援に結びつけるも
のです。
　現在50の事業所などが参加するこの事業に、あなたの
事業所も参加しませんか。

問い合わせ先
高齢者福祉課高齢者班（☎62-5350）

　市役所新庁舎の建設予定地が旭文化の杜公園内として、
議会で承認されたことから、都市計画公園の変更素案（概
要）について縦覧しました。公述の申し出が１人から提出
されたので、２月13日に申し出者から意見を聴く公聴会
を開催しました。
　公述された意見と市の考えは、都市整備課、総務課で閲
覧できるほか市ホームページに掲載しています。

問い合わせ先
都市整備課都市計画班（☎62-5355）

高齢者の暮らしを見守る
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